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Abstract 


Many investigators of the past discussed on the seasonal fluctuation in the number of 
microfilaria emigrating into the peripheral circulation. To study this seasonal change, the 
author calculated monthly the exact population density of D. immitis microfilaria. Micro- 
filaria density was expressed by a total number of the larva in the blood which was taken — 
at every two hour for 24 hours. 

Monthly fluctuation pattern of the population showed a peak count in the summer 
season, usually around July and August, and then it gradually went down to the minimum 
at the coldest winter season, in January and February, approximately one-tenth or one- 
twentieth of the maximum count. It was confirmed, therefore, that microfilaria density in 
the peripheral blood markedly varied according to the season as other investigators already 
reported. However, the reasonable explanation for this phenomenon has not appeared in 
the past. In this observation, increase and decrease in the number of microfilaria seemed 
to depend on the atmospheric temperature. 

As part of studies on this subject, therefore, the influence of environmental temperature 
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to the density of emigrating microfilaria was experimentally investigated by changing the 
temperature of the room where the animals were kept. When the room temperature was 
suddenly raised and maintained at 25.0°C for about one month in winter, microfilaria in- 
creased in the number as many as several times of the initial count within two weeks and 
continued the same high level throughout the period of exposure to the temperature. When 
the temperature was lowered from 25.0°C to 5.0°C, the microfilaria density rapidly dropped 
down to the initial level. 

The animals always maintained their normal body temperature without regard to change 
of the room temperature. On the other hand, raising of the room temperature has brought 
a significant increase of respiratory rate of animals being about twenty to thirty per 
minutes. Increase in the number of microfilaria caused by raising of temperature was 
more significant at night and the nocturnal periodicity seemed to be rather distinct. 

Blood of the infected dog containing the numerous larva was transfused intravenously 
into some non-infected dogs and rabbits in which the microfilaria could survive for long 
time showing a nocturnal periodicity. On this fresh hosts, there was also demonstrated 
a similar effect of the atmospheric temperature upon the number of emigrating microfilaria. 

These findings may indicate that raising of the atmospheric temperature stimulates the 
emigration of microfilaria into the peripheral circulation from lung capillaries and the 


seasonal variation in the number of microfilaria is attributed to the seasonal change of 


atmospheric temperature. 


結 


KRIE D. immitis 仔 虫 の 未 構 血 内 の 出現 は 所 詩 
Sub-periodic form と 言わ れる よう 夜間 に その 最 
高値 が あり , 出現 仔 虫 数 が 多い が , 昼間 に も か な り の 仔 
虫 が 検出 され る . バン クロ フト 仔 虫 と 比べ て その 周期 
性 が 不 完全 で , 最高 値 を 示す 時 刻 も 巾 が み ら れ る . と の 
ミク ロフ ィ ラ リア の 周期 性 に つい て は Manson(1879) 
以来 多く の 研究 者 に より 色々 興味 ある 知見 が 報告 され 
て いる が , その 機 序 は 未だ 明か に され て いな い . し か 
し , その 周期 性 の 本 態 は 仔 虫 が 昼間 は 肺 毛細 管内 に 集 
Ban, 夜 に な る と 末 槽 血 内 に 放出 され る と と に 由来 
する も の と 思わ れる . 

久保 ら て 1938), Morris (1955), 又 板垣 ら (1938) は と 
の 仔 虫 の 日 内 の 周期 柱 の 他 に 出現 仔 虫 数 が 季節 に よっ 
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実験 に 用 いら れ た 動物 は D.immitis 感染 犬 の ほか 
仔 虫 の 移 注 実験 の 目的 で 体重 3 九 内 外 の 未 感染 犬 及 び 
3 砂 前 後 の 家 兎 が 用 いら れ た , 

仔 虫 数 の 算定 は 犬 の 耳 茶 か ら , 家 兎 で は 耳 静 脈 か ら 
午前 10 時 か ら 翌 日 の 午 后 2 時 まで 2 時 間 毎 に 採血 し , 
60cmm 又は 30cmm 中 の 仔 虫 を 数 え , 24 時 間 内 の 総 仔 


て 変動 し , 一 般 に 夏 に 多く , 冬 に 少 い と と を 発見 し , 
と れ を 季節 的 周期 性 と 呼ん で いる . KA (1961) ok 
の 剖検 に よる 成虫 の 発見 率 は 夏 冬 に 差 が な み ら れ な い に 
も か か わら ず , 厚 層 標 本 に て 仔 虫 の 検出 率 を 較べ る と , 
その 率 は 明らか に 夏 に 高い と と を 認め , KARKE 
出現 する 仔 虫 数 の 少 い こと を 想像 し て いる . 又 バ ンク 
ロフ ト 糸 状 虫 の 場合 で も 冬 に 検出 率 が 落ち る と と が 報 
ぜ ら れ て いる . と の よう な 季節 に よる 出現 仔 虫 数 の 変 
動 は 日 内 の 周期 性 と も 関連 し て 重要 な 現象 と 考え られ 
る . 著者 は D.immitis 感染 犬 を 用 いて 1 ヶ年 に 豆 め 
仔 虫 敷 の 季節 的 消長 を 観察 する と 共に , 先ず 環境 温度 
と の 関係 を 追 宛 する た め , 2, 3 の 実験 を 行っ た . 


料 及び 方 法 


虫 数 を も っ て 仔 虫 数 を 表わし た . 又 24 時 間 内 の 周期 性 
ii Hr o (1959) が 報告 し た 2 次 曲線 を 用 いて 比較 し 
た , 即ち 各 2 時 間 毎 の 仔 虫 数 で 画 い た 一 次 仔 虫 出現 曲 
線 で 各 2 時 間 が 占め る 面積 が , 曲線 で か と まれ る 総 面 
積 に 対す る 百分比 を 求め , 2 次 曲線 を 画 いた . 

環境 温度 の 影響 を みる た め だ 5 ?C か ら 25°C まで 自 
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由 に 変 湿 で きる 恒温 室 を 用 い , その 中 実験 犬 を つ な 
いで 最高 2 ケ月 間 和 観察 を 行っ た . 恒温 室内 の 犬 は 約 1 
mo cos, 自由 に 軽い 運動 を 行う こと が 出来 る 
よう に 考慮 し た . 恒温 室内 の 照明 は 60W の 向 光 灯 を 用 
い 午前 六 時 か ら 午 后 七 時 まで 点 夫 し た . 4 時 間 毎 に 犬 
の 体温 (直腸 温 ) と 呼吸 数 を 計測 し た が , 犬 の 興奮 を 
さけ る た め 室 内 に テレ ビ カ メ ラ を 備え て 自然 の 状態 で 


呼吸 数 を 測定 し た . 

仔 虫 の 実験 動物 へ の 移 注 は 未 感染 犬 及 び 家 兎 を 先ず 
ネン ブタ ー ル で 軽く 麻酔 し , 給 血 犬 の 血液 約 50cc を 仔 
犬 の 股 静 脈 か ら , 約 20cc を 家 兎 耳 静 脈 か ら 輸 注 し た . 

月 別 の 大 気温 は 長崎 海洋 気象 台 発 表 デー タ を 使用 
し , 室温 は 自記 温度 計 を 用 いて 日 々 の 最高 , 最低 及び 
平均 気温 を 記録 し た . 


実 験 mod 


I) D.immitis 仔 虫 の 末 柄 血 内 出現 態度 の 季節 的 変動. 
4968 年 7 月 か ら 1969 年 12 月 まで 2 頭 の 感染 犬 で 毎月 
一 回 中 旬 に 24 時 間 採 血 を 行い , 出現 仔 虫 数 の 変動 を 観 
察し た . 出現 仔 虫 数 を 24 時 間 の 総和 で 示す と , Fig.l, 
Table 1 に 示す よう に 出現 仔 虫 数 は 季節 に より 大 き な 
差 が ある と と が 認め られ る . 即ち 両 犬 共に 気温 の 低い 
1 月 仔 虫 数 が 最も 少く , 30cmm 中 の 仔 虫 数 は 夫々 
4338, 789 隻 を 示し て いる が , その 後 暖か く な る と 共 
に 除 々 に 増加 し , 3 月 で は 5584, 2648 隻 , 5 431642, 
13557 隻 を 数 え , 夫々 1 月 の 仔 虫 数 に 比べ る と 7.3 倍 , 


Fig. 1 Monthly fluctuation in the population 
of microfilaria of D. immitis. 
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17.2 倍 と 急激 な 増加 を 示し て いる . その 後 も 平均 気温 
の 上 昇 と 共に 増加 し , 7 月 に は 47695, 195518 € 750 
最高 値 を 示し て いる . そ の 数 は 1 月 の 夫々 11 倍 , 24.8 倍 
(なる. 8 月 より 以降 は 逆 た 次 第 に 減少 し , 9 月 36816, 
11631 隻 ,11 月 に は 6431, 2103 令 に 減少 し て いる . と 
れ は 盛夏 時 の 7 月 の それ と 比べ る と その 18.5, 10.8 


VETERO. 仔 虫 の 増加 は 3 月 か ら 5 月 に か け て 最 
も その 率 が 高く , 9 月 か ら 11 月 に か け て の 減少 が 目 立 
っ て いる . 

Table 1 に 示す よう に と れ は 気温 の 上 昇 , 下降 が 
最も は げ し い 時 期 と 一 致し て いる . 

要する に 犬 糸 状 虫 , の . immitis OF d OKT VS 
現 致 は きわ め て 著 明 な 季節 的 変動 が あり , 最も 寒い 1 
月 , 2 月 に 最も 少く , 盛夏 の 7, 8 月 に 最高 を 示し , 
その 数 は 1 月 の 数 の 10 及 至 20 倍 に 達する . 

24 時 間 内 の 仔 虫 の 日 周 性 を みる と , 各 月 と も 常に 
夜間 に その 数 が 多く , 昼間 に 少 い . 最高 値 を 示す 時 刻 
は 中 が ある が , 常に 夜間 に 最高 値 を 示す 所 講 夜 間 出 現 
性 を 示し て いる . 季節 に よる 仔 虫 数 の 増減 は 昼夜 間 共 
(に 見 られ る が , 夏季 に 於 ける 仔 虫 増加 は 夜 問 に 著しく , 
どちら か と 言え ば 夏 に 周期 性 が は っ きり する よう な 傾 
向 が み ら れ る . 


IL) 環境 温度 と 出現 仔 中 数 と の 関係 


一 年 間 を 通じ て の 観察 で , 仔 虫 の 出現 に きわ め て 著 
明 な 季節 的 の 変動 が ある と と が 明か と な っ た が , 環境 
気温 が 仔 虫 の 未 構 血 内 出現 に 及ぼ ばす 影響 を 観察 する た 
め 以 下 の 実験 を 行っ た . 

1 ) 自然 感染 犬 に お ける 観察 

3 頭 の 感染 大 を 5?C の 恒温 室 に 入れ て 約 1 週間 飼育 
し た 後 室温 を 25?C ま で 急激 に 上 昇 さ せ , 27 日 及 至 51 
日 間 保 っ た 。 その 後 再び 室温 を 5?C に 低下 させ て , € 
の 間 に 於 ける 出現 仔 虫 数 の 変動 , 日 内 周期 性 に つい て 
観察 し た . その 成績 は Fig.2, Fig.3, に 示し て ある が , 
日 問 5?C に 置い た 時 の 24 時 間 に 出 現し た 仔 虫 の 総数 
は 第 1 例 , 第 2 例 で 夫々 37 隻 , 4539 隻 で あっ た も の が , 
25?C に 室温 を 上 昇 さ せる と , 次 第 に 仔 虫 数 が 増加 し , 
それ か ら 9 日 目 に は 夫々 818, 11713 隻 と な り , 5?C の 
時 の 8. 6 倍 , 2.6 倍 に 増加 し て いる . 16 日 目 に は 907 隻 , 
2171688, 次 いで 23 日 目 に は 1919 隻 , 31014 隻 に 達し , 
51.8, 6.8 倍 の 著 明 な 増加 が み ら れる . 27H Hic 5°C 
(に もどし て みる と , 第 一 例 で は その 5 日 目 に は 488€ 


| 
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Table | Seasonal changes of the population of microfilaria 
and atmospheric temperature 


Year Month Number of microfilaria C 
1 2 (average) 

1968 July 26916 (6.2) 25.0 (°C) 
Aug. | 27.1 
Sept. | 10029 (12.7) 24.3 
Oct. 16062 ( 3.7) 18.6 
Nov. 5695 ( 1.3) 2404 ( 3.1) 13.8 
Dec. | 4821 ( 1.1) 1001 ( 1.3) 11.3 

1969 Jan. | 4338 ( 1.0) 787 ( 1.0) 7.8 
Feb. 6803 ( 1.6) 2032 ( 2.6) 7.5 
March 5584 Ç 1.3) 2648 ( 3.4) 9.0 
Apr. 14394 C 3.3) 5380 ( 6.8) 15.5 
May | 31642 C 7.3) 13557 (17.2) 19.1 
June | 46393 (10.7) 16908 (21.5) 21.4 
july 47695 (11.0) 1955] (24.8) 25.7 
Aug. 42740 て 9.9) 14673 (18.6) 27.9 
Sept. 36816 ( 8.5) 11631 (14.8) 25.9 
Oct. 12980 ( 3.0) 6066 ( 7.7) 18.5 
Nov. | 6431 ( 1.5) 2103 ( 2.7) 12.7 
Dec. 7362 C 1.7) 1648 ( 2.1) 7.7 

G ) Magnification rate of the number of microfilaria of each month to that of 


January, 1969 


Fig. 2 Increase in the number of microfilaria 
caused by raising of room temperature. 


に 減少 , 第 二 例 で は 2 日 目 に 16542 隻 , 4 日 目 に 9282 
隻 と な り , 二 例 と る 最高 値 の 約 30 少 に 急激 に 減少 し , 

次 第 に 5?C の 時 の 仔 虫 数 に も どる 傾向 が ある . Fig. 2) 50 
第 三 例 で は 最初 の 5*C で 仔 虫 数 3229 令 で あっ た が , 
25°C に 室温 を 上 げ る と , BH, 第 二 例 と 同様 仔 忠 
数 が 増加 し 9 日 目 で その 3.1 税 , 14 日 目 で 4. ME, 19 日 目 
で 5.9 倍 に 達し て いる . その 後 約 1 ケ月 25?C の 室温 で 
飼育 を つづ ける と , それ 以上 著 明 な 増加 は な く 略 々 安 
定 し た 仔 虫 数 を 維持 する と と が 出来 る . 5"C に 下げ る 
と 5 ARIS 9121 隻 に 急激 に 減少 し て いる . これ は 

25°C の 最後 の 採血 時 の 53 必 に 当る . CFig. 3) 

と の 様 に 実験 的 に 環境 温度 を 変え て ゆく と , FRO 
出現 は きわ め て 鋭敏 に 影響 を うけ , 短期 間 に 仔 貝 数 に 
大 き な 変 動 が お と る と と が 確認 され る . その 間 数 回 に 
わた ら りら 仔 虫 出現 の 日 内 周期 性 を 観察 し た が , vno 
温度 で も 夜間 に 最高 値 を 示す 周期 性 は よく 保 た れ て い 
る が , 高温 で 仔 虫 数 が 増加 し た 時 の 方 が 周期 性 が は っ 10. 
きり する よう に 思わ れる . CFig.4, Table 2) 

第 三 例 に つい て 測定 され た 犬 の 体温 は 環境 温度 の 変 
化 と は か か わり な く 常 に 一 定 で , 概ね 58.5? C の 体温 
が 保 た れ て いる . 呼吸 数 は 5?C で は 7 一 8/min. で 規 2 5 9 15 23 2830 
則 正 し い 安 定 し た 呼吸 数 を 示し て いる が , 25°C ICH days of experiment 
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Fig. 3 Influence of room temperature upon Tig. 4 Showing typical periodicity of D. immitis 
respiratory rate and body temperature microfilaria throughout the period of experiment 
changing the room temperature. 
of the host. 
25 
20177 
2 1 
z | 
E 50 n 
P n 20 
H i | S 
ME 3 
= 13] v PU = 
= jE opes 8 
= 1 
= |3 z| 4 
HALE : 
g10 3 10,j T E 
LX bio E10 
Z = 39.0 e. » 
E ag oles 
2m 
5j. 5 
E 25°C 
— 
8 5 で ョ で x10| Fo 
x10 と 10 12 1 
4 9 1419 24 29 353944 51 5660 time of day 
days of experiment 2 
1) 5°C 2) 9th day after raising of tempera- 
ture from 5?C to 25?C 35 16th day 
45 23rd day 5) 3rd day after lowering of 
temperature from 25°C to 5°C 
Table 2 Influence of change of room temperature upon 24 hour periodicity of microfilariae 
= — ーー = 
Days of Room Time of day 
experiment temp. 10 12 14 x 18 20 22 24 2 4 6 8 10 R 14 
(9C) umber of microfilaria 
5 7 5 1 4 5 2 3 2 0 4 1 3 2 4 
25 | 1 2 9 6 0 14 9 4 3 3 2 1 4 1 
1) 9 " | 9 17 21 27 58 57 40 26 37 18 7 1 13 16 14 
16 の | 18 31 61 63 76 118 102 128 113 87 74 36 42 27 36 
23 ^" 53 68 65 146 165 189 250 248 224 246 131 132 61 42 110 
30 5 | 23 28 49 8l 59 76 52 24 28 28 25 15 6 15 23 
5 | 506 389 343 347 352 313 310 340 368 460 422 389 308 391 313 
2 25 301 257 433 299 465 357 415 451 472 356 452 394 369 455 412 
2) 9 " | 691 783 1199 1741 1522 1095 901 826 836 793 630 696 649 1186 1345 
16 ん | 2104 2164 2450 3129 2997 1159 1411 1688 1298 1110 1013 1196 2161 1106 2572 
23 “a . 2308 2650 2877 2762 2538 2312 2844 2503 1952 2824 2733 3071 2359 3493 2325 
30 5 712 764 857 1252 632 778 784 519 920 778 449 837 467 570 897 
5 | 163 205 123 243 290 611 273 285 236 268 362 170 146 124 109 
25 160 318 229 230 377 544 384 446 335 570 429 428 657 502 527 
3) 9 ク 537 602 536 450 588 647 638 862 1115 1483 1534 959 665 723 663 
^ 19 ク 1 1624 1354 883 788 914 1215 2187 2063 2078 2233 1839 1816 1530 1094 1005 
51 ” 1249 1173 896 929 1063 1580 1222 1864 1556 2425 1577 1573 1775 968 954 
59 5 245 241 189 162 449 1005 1408 1166 1372 1161 939 784 504 232 193 


Room temperature was raised to 25°C after incubation at 5°C for 1 week, 
and lowered again to 5?C at 28th, 27th, and 52nd day respectively. 
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温 が 上 昇 する と 呼吸 数 は に わか に 増加 し , 直後 は 30 乃 
至 50/min. に こも 達する 不 規則 な 呼吸 が み ら れ る が , 次 
第 に 落着 き ,25?C の 期間 中 概ね 20/min. 前 後 の 頻 数 な 
呼吸 と な る . 再び 5?C に 落す と その 直後 に は 一 過 性 の 
呼吸 の 乱れ が み ら れ る が , 次 第 に 減少 し , 7 — 8 /min. 


Table 3 


^ m EBE 


の 規則 正しい 呼吸 を 示す よう に な る . 即ち 室温 の 上 昇 
(よっ て 呼吸 数 は 増加 する . CTable 3) 

2) D. immitis {f R ERRER, KRI HE L e 
実験 . 

未 感 染 犬 又 は 家 兎 に の . immitis 仔 虫 を 移 注 し , Rb 


Tnfluence of room temperature upon the number of microfilaria, 


respiratory rate and body temperature of the host. 


ENDE RR n Wl gn 


Days of dern Number of Magnification and Respiratory rate 
experiment (° C) mf. rate CC) per minute 
5 3563 38. 30 7.6 C 8~ 7) 
の 3229 38.27 7.2 C 8~ の 
1 25 | 4077 1.26 38.84 58.4 (129~26) 
4 ” 5336 1.65 38. 36 33.8 C 69~20) 
9 7 9951 3.08 38.16 33.3 ( 66-14) 
14 ヶ 14302 4.42 37.97 11.1 Ç 16~ 8) 
19 7 18994 5.88 38.25 21.3 ( 84~ 7) 
24 7 14371 4.45 37.90 14.6 ( 27010) 
29 7 14136 4.38 38.41 18.7 ( 58~21) 
35 7 17126 5.30 38.13 19.8 ( 38 へ 10) 
39 a | 18172 5.63 38.35 20.5 ( 30446) 
44 クー 18705 5.79 38.31 17.9 ( 24444) 
51 の 17107 5.30 38.63 29.3 Ç 44017) 
52 5 10466 3.24 37.75 8.8 C 10~ 7) 
56 ” 9121 2.82 37.98 8.0 C 9~ 7) 
60 ヶ 7990 2.47 38.31 8.2( 9~ 6) 


Room temperature was raised to 25°C after incubation at 5°C for 1 week, 
lowered again to 5°C at 52nd day. 


Number of microfilaria was expressed by the total number for 24 hours. 


は な い 状 態 の も と で 仔 虫 の 出現 に 及ぼ す 環 境 温 度 の 影 
BAHAR Lie. 

先 づ 体重 3 kg OAK ERUER CT REE CORIR MK 
55cc, (推定 仔 虫 数 92 万 隻 ) を 股 静 脈 より 輸血 し , 室 
温 (20°C) で 仔 虫 が 未 構 血 より 自然 に 減少 , 消失 す 
る 過程 を 観察 し た . 輸血 後 4 日 目 の 仔 貝 数 は 806 隻 を 
数 えた が , その 後 9 日 目 に は その 数 は 殆 ん ど 変 ちず, 
31 日 目 で も その 81 多 が 末 槽 血 中 に 出現 し て いる . し か 
し 1 ヶ月 を 過ぎ る と 急激 に 仔 虫 数 は 減少 し , 38 日 目 に 
3178, 51 日 目 に は わずか 55 が 発見 され , 58 日 目 以 
EE KR» SHAUL TIS. と の 成績 か ら み る と 未 感 
染 犬 に 移 注 され た の . immitis 仔 虫 は 移 注 後 1 週間 乃至 
1 ケ月 以内 で は 仔 虫 の 著 明 な 減少 は な いも の と 思わ れ 
る . 


Fig. 5 Influence of the room temperature upon 
the appearance of microfilariae transfused 
into fresh dog. 


20°C VELLE 20°C 
5 C Ne 
initial. 
Sid t count 
100 M "d o--- control 806 
80 Ü "wo 0—1 2110 
X — 2 940 
e—e 3 2736 


た 
[e 


number of microfilaria 
for) 
c 


2 7 121621 2 34 43 49 56 


days after transfusion of microfilariae 


Control dog was kept in constant room tempe- 
rature of about 20°C 
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Fig. § Showing typical periodicity of micro- 
filariae transfused 


throughout the period of experiment 
changing the room temperature. 
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Ro 
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number of microfilaria 
= 
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1 
0 (3) 
CIJ 

5 
x10 (2) 


10 1214 16 18 202224 2 4 6 8 101214 


time of day 
1) 20°C 
2) 5th day after lowering of temperature from 
20°C to 5°C 
3) 4th day after raising of temperature from 
5°C to 25°C 


into fresh dog 


Fig. 7 Influence of the room temperature 
upon the appearance of microfilariae 
transfused into rabbits. 

S 25 し 
Za 
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10 


number of microfilaria 


x10 


29 


14 17 20 


days after transfusion of microfilariae 


4 9 


Control rabbit was kept in constant room 


temperature of about 20°C 


Table 4 Influence of change of room temperature upon 24 hour periodicity of 
microfilariae transfused into fresh dog. 
Days after Room Time of day 
temp. 10 12 14 16 18 20 22 24 2 4 6 8 10 12 14 
transfusion C°C) Number of microfilaria 
4 20 32 37 55 72 91 85 92 87 115 57 53 31 31 26 49 
1) 17 20 42 36 30 60 72 95 104 65 74 50 23 40 30 22 40 
31 20 26 36 52 60 70 70 St 72 57 44 88 38 17 30 34 
2 20 91 76 131 160 206 223 233 271 211 193 177 140 89 115 87 
25 7 5 16 7 16 21 29 30 11 11 15 2 3 5 4 14 9 
16 25 36 55 105 103 74 131 98 66 33 13 18 11 28 51 96 
2 20 13 6 13 59 101 107 107 127 146 131 54 6l 28 20 34 
30 7 5 10 4 14 8 20 21 15 8 8 14 7 0 1 6 13 
16 25 | 34 38 79 88 78 65 61 24 19 27 15 16 19 41 67 
2 20 56 57 131 242 345 304 325 384 351 260 132 123 482 78 145 
4) 7 5 |11 15 30 47 52 29 2 d 10 6 0 1 8 7 B 
16 25 3 20 85 82 126 128 156 155 65 45 38 18 14 26 82 


Room temperature was lowered from 20°C to 5°C at 3rd day after transfusion, 
and maintained at 5°C for 10 days, and raised again to 25°C at 13th day 
1) kept in constant room temperature of about 20°C 
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次 いで 体重 2.8 丸 , 3 hg, 4.2 刀 の 3 頭 の 未 感染 犬 に 
夫々 推定 仔 虫 数 180 万 , 106 万 , 394 万 を 含む と 思わ れ 
る 感染 犬 血 液 88cc, 40cc, 45cc を 静 注 , 24 時 間 室 温 に 
て 放置 し た 後 , 24 時 間 採 血 を 行い , 5 ?C の fain sic 
移し 5 日 目 , 1 日 目 に 採 血 , 輸血 後 13 日 目 に 25?C ま で , 
室温 を 上 昇 さ せ , 約 1 ケ月 間 和 観察 し 室温 こも ど し た . 
最初 の 室温 で の 仔 虫 数 は 夫々 2110, 940, 2736 隻 で 
あっ た . と れ を 5 “CC に さら す と その 5 日 目 に は 夫々 
最初 の 仔 虫 数 の 7.3, 12.8, 8.6 め に 急激 に 減少 する . 
10 日 目 に は 更に 減少 し 6.5, 7.9, 6.6 少 に 当る 仔 虫 が 
出現 する に すぎ な い . 5 °C 6 26°C に 恒温 室 の 温度 
を 上 げ る と 4 日 目 に は 仔 虫 数 は 夫々 735 隻 , 529 隻 , 
932 隻 に 回 復 す る . その 数 は 最初 の 仔 躍 数 の 34.8, 56. 3, 
34.] 少 に 当る 。25?C の 室温 に 1 ケ月 お か れ て も 目 立 
っ た 増加 は な く , 概ね 5 ?C の 時 より も 数 倍 高い 値 を 


te 括 と 


著者 は の . imnitis 感染 大 に つい て 1 ケ 年 を 通じ 毎 
月 1 回 , 24 時 間 採 血 を 行っ て 末 槽 血 内 に 出現 する 仁 下 
数 を 観察 し た が , その 結果 仔 虫 数 は 冬 に 減少 し 夏期 に 
は 増加 する . その 数 は 冬 の 10 乃至 20 倍 に 達する きわ め 
て 著しい 季節 的 消長 が ある と と が 確認 され た . と の 季 
節 的 消長 は 既に 二 , 三 の 研究 者 に よっ て 指摘 され て い 
る と ころ で ある が , そ の 原因 は まだ 明らか で な い . 村田 
(1939) は 紫外 線 の 影響 を 考え , 坂 垣 , 久米 ら 〈1938) 
は 母 虫 子宮 内 に 於 ける 卵子 並び に 仔 虫 の 季節 的 変化 を 
認め て , 寄生 母 虫 の 仔 虫 産生 能力 に 季節 的 差異 が ある 
と と を 報告 し て いる . MAK 5SC1939 IL kA 
の 刺 唆 の 頻度 の 差 に その 原因 を も と め て いる . Eyles, 
D.E.(1954) ら は 環境 気温 と の 関係 を 論じ て いる . し 
か し いづ れ も 推 測 の 域 を 脱 せ ず , その 裏付け と な る 実 
験 的 根拠 は 少な い 様 で ある . し か し 仔 虫 数 の 季節 的 
変動 が 気温 の 高い 銘 夏 に 増加 し , REDL, 2 月 に 
最低 値 を 示す と と は 気温 と の 関係 が 先 づ 推測 され る . 
D. immitis 感染 犬 を 恒温 室 に 入れ , 実験 的 に 環境 温度 
を 変え る と 出現 仔 虫 数 が きわ め て 敏感 に 影響 を うけ , 
5 °C か ら 25?C に 上 昇 す る と と で 仔 虫 数 は 10 2 週 の 
短期 間 の うち に 数 倍 か ら 50 倍 に 達する 増加 を 示し , X 
逆 に 再び 室温 を 5 °C まで 降下 させ る と 急激 に 仔 虫 数 
の 減少 が お と こり, も と の 値 に か える 傾向 が み ら れ る . 
と の と と は 宿主 の お か れ た 環境 の 温度 の 変化 が 出現 仔 
虫 数 に 直接 的 な 関係 を も つと と を 示す も の で , その 季 


保っ て いる . 室温 (20°C) に も どす と 再び 減少 し , 

8 日 目 を すぎ る と 仔 虫 数 は 最初 の 数 の 5 SPONGY 
下 を 示す よう に な る . Fig.5) 以後 対照 実験 と 同様 次 
第 に 減少 , 消失 する . その 全 期 間 を 通じ て , FROH 
現 は 給 血 犬 に 見 られ る と 同様 , 定型 的 な 日 周期 性 が 保 
た れ て いる . CFig.6, Table 4) 

家 兎 に 移 注 し た 場合 に も Fig.7 に 示す よう に 略 々 
同様 の 成績 が 得 ら れ て いる が , 室温 に お いた 場合 で も 
仔 虫 の 消失 の 経過 は 犬 に 比べ て 速 か で , 概ね 1 TALL 
ACR 血 に 見 られ な く な る . 5 5C に うつ す CHICA 
速 に 減少 し 25* じ で は 明らか な 一 過 性 の 増加 が み ら れ 
る . と の よう に 新しい 宿主 に 移 注 され た 仔 虫 の 出現 も 
環境 温度 に よっ て 著しい 影響 あう ける と と が 確 認 され 
155 


Xm 


節 的 消長 の 原因 は 季節 に よる 気温 の 変化 に 求め られ る 
も の で あろ うと 考え られ る . 

著者 は 又 次 の 実験 に て D. immitis 仔 虫 を 移 注 し た 
末 感 染 大 や 家 兎 で も 環境 気温 の 実験 的 上 昇 が 同様 著 明 
な 一 過 性 の 仔 虫 の 増加 を も た ら す と と を 見 て いる . 元 
K, 仔 虫 は 常に 肺 毛細 管内 に 著 積 され , 夜間 に な る と 末 
構 血 中 に 放出 され る と と は 先 人 の 業績 に より 明らか で 
ある が , 環境 温度 の 変化 は 母 虫 の 仔 躍 産生 と は 関係 な 
€, 肺 毛細 管 か ら 未 模 血 へ の 仔 虫 の 放出 機構 に 影響 を 
与え る も の と 考え られ る . 言葉 を か える と , 環境 気温 
が 放出 され る 仔 虫 の 数 を control する 役割 を 果して い 
る の か も し れ な い . し か し いか な る 温度 で も 仔 虫 出現 
の 日 内 の リズ ム は 正常 に 保 た れ て いる と と は 注目 され 
ね ば な ら な い . 

恒温 室内 で の 室温 の 上 昇 , 降下 実験 に 際 し て 宿主 側 
に お と る 反応 と し て 体温 は 常に 38.5°C 前 後 の 正常 体 
温 が 維持 され て いる が , 呼吸 数 は 低温 時 は 少く , 室温 
が 上 昇 する と 著 明 な 増加 が み ら れ る . と これ は 外界 気温 
の 変化 に 順応 し て 体温 その 他 の 宿主 の 内 部 環境 を 正常 
に 保 と うと する 生体 適応 反応 と 受け 取ら れる . 

環境 温度 の 出現 仔 虫 数 に 及ば す 影 響 は , こう いっ た 
生体 の 生理 作用 の 適応 反応 の 過程 の な か に 求め られ る 
べき も の か , 或 は 仔 虫 に 対す る 直接 の 作用 に よる も の 
か , その 解明 は 今後 の 課題 で ある . 
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摘 


著者 は 1 ケ 年 に 幻 り , RAMACH AD. immitis 
仔 虫 の 数 の 季節 的 消長 と 日 内 周期 性 を 観察 し , 更に 自 
然 感染 犬 , 仔 虫 を 移 注 し た 未 感 染 犬 , 家 兎 に つい て 出 
現 仔 虫 数 と 環境 温度 と の 関係 を 実験 的 に 追 宛 し た . 
自然 感染 大 で の 出現 仔 下 数 は 季節 (に より , 著 明 な 差 
が み ら れ , 1, 月 に 最も 少く , 7, 8 月 に は その 約 10 
旋 至 20 倍 に 激増 する . 自然 感染 犬 を 入れ た 室温 を 5 OC 
か ら 26°C に 上 昇 さ せる と 仔 虫 数 は すみ や か に 増加 し , 
20 日 前 後 の き わ め て 短期 間 に 5 °C の 時 の 約 6 と 50 倍 に 


要 


増加 する . 再び 室温 を 5 "CC 下げ る と 仁 虫 数 は 急激 な 
減少 を 示し , 5 ?C の 時 の 値 に か える 傾向 が み ら れ る . 
し か し と の 間 , 24 時 間 内 の 仔 虫 の 出現 は 常に 正常 の 夜 
間 出 現 性 が 認め られ る . 室温 の 上 昇 で 犬 の 呼吸 数 は 著 
明 に 増加 する が , 体温 は 一 定 に 保 た れ て いる . 

仔 虫 を 移 注 し た 未 感染 犬 や 家 兎 で も 同様 の 仔 虫 数 に 
対す る 環境 気温 の 影響 が み ら れ る . 

以上 の 実験 結果 か ら , D. immitis 仔 虫 の 数 の 季節 的 
変動 は 環境 温度 の 変動 に 原因 する と と が 確証 され た ・. 


稿 を 終る に 当り 御 指導 , 御 校 関 を いた だ いた 居 師 片 峰 大 助教 授 に 深 基 の 謝意 を 表し ます . 
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